
クイックスタートガイド503HW



はじめに
「503HW」をご購入いただきありがとうございます。
ご使用の前やご利用中に、必ず本書をお読みいただき、正しく
お使い下さい。

本書の記載について
•本書で掲載している画面はイメージであるため、実際の画
面とは異なる場合があります。

•本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあ
ります。

安全上のご注意
•ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、
正しくお使いください。また、お読みになった後は大切に
保管してください。

•ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への
危害、財産への損害を未然に防ぐための内容を記載してい
ますので、必ずお守りください。

•次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした
場合に生じる危害や損害の程度を説明しています。

この表示は、取り扱いを誤った場合、
「死亡または重傷を負う危険が切迫して
生じることが想定される」内容です。



次の絵の表示の区分は、お守りいただく内容を説明していま
す。

この表示は、取り扱いを誤った場合、
「死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる」内容です。
この表示は、取り扱いを誤った場合、
「軽傷を負う可能性が想定される場合お
よび物的損害の発生が想定される」内容
です。

禁止（してはいけないこと）を示します。

分解してはいけないことを示す記号です。

水がかかる場所で使用したり、水に濡らし
たりしてはいけないことを示す記号です。

濡れた手で扱ってはいけないことを示す記
号です。

指示に基づく行為の強制（必ず実行してい
ただくこと）を示します。

電源プラグをコンセントから抜いていただ
くことを示す記号です。



1. 本端末、SIM カード、microUSB ケーブル、イヤホン
マイク、充電用機器の取り扱いについて（共通）

本機にAC アダプタ・microUSBケーブルを
接続する際、うまく取り付けや接続ができな
いときは、無理に行わないでください。

高温になる場所（火のそば、暖房器具のそば、
直射日光の当たる場所、炎天下の車内など）
で充電・使用・放置しないでください。また、
暖かい場所や熱のこもりやすい場所（こたつ
や電気毛布の中、携帯カイロのそばのポケッ
ト内など）においても同様の危険があります
ので、充電・放置・使用・携帯しないでくだ
さい。
機器の変形・故障や内蔵電池の漏液・発熱・
発火・破裂の原因となります。また、ケース
の一部が熱くなり、やけどなどの原因となる
ことがあります。



分解・改造・ハンダ付けなどお客様による修
理をしないでください。
火災・けが・感電などの事故または故障の原
因となります。また、内蔵電池の漏液・発
熱・破裂・発火などの原因となります。本機
の改造は電波法違反となり、罰則の対象とな
ります。
濡らさないでください。
水やペットの尿などの液体が入ったときに、
濡れたまま放置したり、濡れたまま充電する
と、発熱・感電・火災・けが・故障などの原
因となります。使用場所、取り扱いにご注意
ください。

本機に使用するAC アダプタとmicroUSB
ケーブルは、同梱されているものを使用して
ください。
指定品以外のものを使用した場合は、内蔵電
池の漏液・発熱・破裂・発火や、AC アダプ
タ・microUSB ケーブルのショート・発熱・
発火・感電・故障などの原因となります。



本機・イヤホンマイク・microUSBケーブ
ル・ACアダプタを、加熱調理機器（電子レ
ンジなど）・高圧容器（圧力釜など）の中に入
れたり、電磁調理器（IH調理器）の上に置い
たりしないでください。
内蔵電池の漏液・発熱・破裂・発火や、本
機・イヤホンマイク・microUSBケーブル・
ACアダプタの発熱・発煙・発火・故障など
の原因となります。
落としたり、投げたりして、強い衝撃を与え
ないでください。
内蔵電池の漏液・発熱・破裂・発火や火災・
感電・故障などの原因となります。

外部接続端子やイヤホンマイク端子に水や
ペットの尿などの液体や導電性異物（鉛筆の
芯や金属片、金属製のネックレス、ヘアピン
など）が触れないようにしてください。また
内部に入れないようにしてください。
ショートによる火災や故障などの原因となり
ます。
プロパンガス、ガソリンなどの引火性ガスや
粉塵の発生する場所（ガソリンスタンドなど）
では、必ず事前に本機の電源をお切りくださ
い。また、充電もしないでください。
ガスに引火する恐れがあります。プロパンガ
ス、ガソリンなど引火性ガスや粉塵の発生す
る場所で使用すると、爆発や火災などの原因
となります。



使用中、充電中、保管時に、異音・発煙・異
臭など、今までと異なることに気づいたとき
は、次の作業を行ってください。

1 コンセントからACアダプタを持ってプラ
グを抜いてください。

2 本機の電源を切ってください。
異常な状態のまま使用すると、火災や感電な
どの原因となります。

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な
場所に置かないでください。
落下して、けがや故障などの原因となります。
バイブレーション（振動）設定中や充電中は、
特にご注意ください。
湿気やほこりの多い場所や高温になる場所に
は、保管しないでください。
火災、やけど、感電の原因となります。
乳幼児の手の届かない場所やペットが触れな
い場所に保管してください。
誤って飲み込んだり、けがなどの原因となり
ます。



2. 本端末の取り扱いについて

子供が使用する場合は、保護者が取り扱い方
法を教えてください。使用中においても、指
示どおりに使用しているかをご注意ください。
けがなどの原因となります。

自動車、バイク、自転車などの乗り物の運転
中には使用しないでください。
交通事故の原因となります。乗り物を運転し
ながら携帯電話を使用することは、法律で禁
止されており、罰則の対象となります。運転
者が使用する場合は、駐停車が禁止されてい
ない安全な場所に止めてからご使用ください。

フラッシュライトの発光部を人の目に近づけ
て点灯発光させないでください。また、フ
ラッシュライト点灯時は発光部を直視しない
ようにしてください。同様にフラッシュライ
トを他の人の目に向けて点灯させないでくだ
さい。
視力低下などの傷害を起こす原因となります。
特に乳幼児に対して至近距離で撮影しないで
ください。また、目がくらんだり、驚いたり
してけがなどの事故の原因となります。



高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機
器の近くでは、本機の電源を切ってください。
電子機器が誤動作するなどの影響を与える場
合があります。
※ご注意いただきたい電子機器の例
補聴器・植込み型心臓ペースメーカ・植込み
型除細動器・その他の医用電気機器・火災報
知器・自動ドア・その他の自動制御機器など
本機の電波により運航の安全に支障をきたす
恐れがあるため、航空機内では電源をお切り
ください。
機内で携帯電話が使用できる場合は、航空会
社の指示に従い適切にご使用ください。

心臓の弱い方は、着信時のバイブレーション
（振動）や着信音量の設定に注意してくださ
い。
心臓に影響を与える恐れがあります。
屋外で使用中に雷が鳴りだしたら、ただちに
電源を切って屋内などの安全な場所に移動し
てください。
落雷や感電の原因となります。

歩行中の使用は、注意力が散漫になりやすい
ので、周囲には十分ご注意ください。



車両電子機器に影響を与える場合は使用しな
いでください。
本機を自動車内で使用すると、車種によりま
れに車両電子機器に影響を与え、安全走行を
損なう恐れがあります。
本機に磁気カードなどを近づけないでくださ
い。
キャッシュカード・クレジットカード・テレ
ホンカード・フロッピーディスクなどの磁気
データが消えてしまうことがあります。
着信音が鳴っているときや、本機でメロディ
を再生しているときなどは、スピーカーに耳
を近づけないでください。
難聴になる可能性があります。

本機の使用により、皮膚に異常が生じた場合
は、ただちに使用をやめて医師の診察を受け
てください。
本機では材料として金属などを使用していま
す。お客様の体質や体調によっては、かゆ
み・かぶれ・湿疹などが生じることがありま
す。
本機を長時間ご使用になる場合、特に高温環
境では熱くなることがありますので、ご注意
ください。
長時間肌にふれたまま使用していると、低温
やけどになる恐れがあります。



3. 内蔵電池の取り扱いについて
電池の種類を確認した上で、ご利用・処分をしてください。

イヤホンマイクを使用するときは音量に気を
つけてください。
長時間使用して難聴になったり、突然大きな
音が出て耳をいためたりする原因となります。

表示 電池の種類
Li-ion 00 リチウムイオンポリマー電池

火の中に投下しないでください。
内蔵電池を漏液・破裂・発火させるなどの原
因となります。
釘を刺したり、ハンマーでたたいたり、踏み
つけたり、強い衝撃を与えないでください。
内蔵電池を漏液・発熱・破裂・発火させるな
どの原因となります。
内蔵電池内部の液が眼の中に入ったときは、
こすらず、すぐにきれいな水で洗い流し、た
だちに医師の診察を受けてください。
失明などの原因となります。



内蔵電池内部の液が皮膚や衣服に付着した場
合は、ただちに本機の使用をやめ、きれいな
水で洗い流してください。
皮膚に傷害を起こすなどの原因となります。
所定の充電時間を超えても充電が完了しない
場合は、充電を中止してください。
内蔵電池を漏液・発熱・破裂・発火させるな
どの原因となります。

4. 充電用機器、microUSB ケーブルの取り扱いについて

不要になった本機は、一般のゴミと一緒に捨
てないでください。
本機を廃棄するときは、地方自治体の条例に
従って処理するようお願いいたします。詳し
くは、各地方自治体にお問い合わせください。
充電は必ず周囲温度0～35 ℃の範囲で行っ
てください。
充電方法については、本書をよくお読みくだ
さい。



充電中は、布や布団でおおったり、包んだり
しないでください。
熱がこもって火災や故障などの原因となりま
す。
指定以外の電源・電圧で使用しないでくださ
い。
指定以外の電源・電圧で使用すると、火災や
故障などの原因となります。
ACアダプタ ：AC100V～ 240V（家庭用
交流 ACコンセント専用）
また、海外旅行用として、市販されている
「変圧器」は使用しないでください。火災・感
電・故障の原因となります。

雷が鳴り出したら、充電器には触れないでく
ださい。
感電などの原因となります。
濡れた手でACアダプタのプラグを抜き差し
しないでください。
感電や故障などの原因となります。
プラグにほこりがついたときは、ACアダプ
タを持ってプラグをコンセントから抜き、乾
いた布などでふき取ってください。
火災の原因となります。



ACアダプタをコンセントに差し込むときは、
ACアダプタのプラグや端子に導電性異物
（鉛筆の芯や金属片、金属製のネックレス、ヘ
アピンなど）が触れないように注意して、確
実に差し込んでください。
感電・ショート・火災などの原因となります。
ACアダプタはコンセントに直接接続してく
ださい。
タコ足配線は過熱し、火災の原因となります。
長時間使用しない場合は、ACアダプタを
持ってプラグをコンセントから抜いてくださ
い。
感電・火災・故障の原因となります。

万一、水やペットの尿などの液体が入った場
合は、ただちにACアダプタを持ってコンセ
ントからプラグを抜いてください。
感電・発煙・火災の原因となります。

ACアダプタをコンセントに接続していると
きは、引っ掛けるなど強い衝撃を与えないで
ください。
けがや故障の原因となります。
ACアダプタのプラグが傷んだり、コンセン
トの差し込みがゆるかったりするときは使用
しないでください。



5. SIM カードの取り扱いについて

microUSBケーブルは周囲温度                       
0℃～ 35℃の範囲で、ACアダプタは周囲
温度0℃～35℃の範囲でご使用ください。 
ACアダプタをコンセントから抜くときは、
ケーブル部分を引っ張らず、AC アダプタを
持ってプラグを抜いてください。
ケーブル部分を引っ張るとケーブルが傷つき、
感電や火災の原因となります。
お手入れの際は、コンセントから、必ずAC
アダプタを持ってプラグを抜いてください。
感電などの原因となります。

6. 医用電気機器近くでの取り扱いについて
本記載の内容は「医用電気機器への電波の影響を防止するため
の携帯電話端末等の使用に関する指針」（電波環境協議会）に
準ずる。

SIMカードを本機に取り付けるときや取り外
すときは、取り扱いにご注意ください。 必要
以上に力を加えると、けがやSIMカードの故
障の原因となります。



植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除
細動器を装着されている場合は、ペースメー
カ等の装着部位から15cm 以上離して携行
および使用してください。
電波により植込み型心臓ペースメーカおよび
植込み型除細動器の作動に影響を与える場合
があります。
自宅療養など医療機関の外で、植込み型心臓
ペースメーカおよび植込み型除細動器以外の
医用電気機器を使用される場合には、電波に
よる影響について個別に医用電気機器メーカ
などに確認してください

電波により医用電気機器の作動に影響を与え
る場合があります。

医療機関などでは、以下を守ってください。
本機の電波により医用電気機器に影響を及ぼ
す恐れがあります。
• 手術室・集中治療室（ICU）・冠状動脈疾患監
視病室（CCU）には、本機を持ち込まないで
ください。
• 病棟内では、本機の電源を切ってください。
• ロビーなど、携帯電話の使用を許可された場
所であっても、近くに医用電気機器があると
きは本機の電源を切ってください。
• 医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止な
どの場所を定めている場合は、その医療機関
の指示に従ってください。



付近に植込み型心臓ペースメーカおよび植込
み型除細動器を装着している方がいる可能性
がありますので、身動きが自由に取れないほ
ど混雑した状況等、15cm 以上離隔距離を確
保できない恐れがある場合には、事前に通信
機能が使用できない状態（例：機内モード）
に切り替えるか、または携帯電話の電源をお
切りください。電源が自動的に入る設定をし
ている場合は、設定を解除してから電源を
切ってください。
電波により、植込み型心臓ペースメーカおよ
び植込み型除細動器が誤動作するなどの影響
を与える場合があります。



端末の外観
最初に端末の概観について説明します。
電源を入れるには、電源ボタンを長押しします。
 

端末を強制的に再起動するには、端末が振動するまで電源
ボタンを長押しします。

マイク

スピーカー マイク

光センサー

microSDカードス
ロット

Micro-SIMカードス
ロット



はじめに
以下の図の説明に従って端末をセットアップしてください。本
端末の電源がオンのときにSIMカードを挿入したり、取り外
したりしないでください。
 

SIMイジェクタピンの使用時は、指を怪我したり、本端末
を傷つけないように十分に注意してください。お子様がピ
ンを誤って飲み込んだり、怪我をしたりしないようにお子
様の手の届かない安全な場所に保管してください。



画面のロックとロック解除
画面をロックするには電源ボタンを押します。 
端末が一定時間アイドル状態の場合、自動的に画面がロックさ
れます。
画面が消灯している場合は、電源ボタンを押すと点灯します。
画面のロックを解除するには、画面上で任意の方向に指をスラ
イドさせます。 



通話とメッセージ
ダイヤルを使用して発信するに
は、  をタップします。ま
た、連絡先内の電話番号や、
メッセージ、Eメール、Web
ページなどの画面内で電話番号
をタップすることでも発信する
ことができます。

SMSやMMS（マルチメディ
アメッセージ）を送信するに
は、  をタップします。受信
したMMSから、写真、音声
クリップ、ビデオなどの添付
ファイルを保存できます。



カメラ
 をタップします。

撮影するシーンを枠内に入れま
す。カメラを自動的にフォーカ
スさせるか、画面をタップして
特定の被写体にフォーカスしま
す。次に、  をタップして写
真を撮影します。

左右にスワイプすると、撮影
モードを切り替えることができ
ます。



インターネット接続
Wi-Fi またはモバイルネット
ワーク経由でインターネットに
接続できます。
ステータスバーを下にスワイプ
して、通知パネルを開きます。

 をタップして、モバイル
データ通信を有効にします。 
を長押しして、Wi-Fi 設定

画面に移動します。Wi-Fi を有
効にして、Wi-Fi ネットワーク
に接続します。
 

使用していない場合はモバ
イルデータ通信を無効にし
て、データ通信量を節約し
てください。



端末マネージャー
 をタップします。

ワンタップで端末内をスキャン
して脅威がないかどうかをすぐ
に確認できます。画面上の説明
に従って、ワンタップで最適化
を行ったり、手動でシステムス
トレージを消去したり、アプリ
を管理することができます。

画面上の各項目をタップする
と、システム内のゴミの消去、
（ストレージクリーナー）、迷惑
フィルタの設定（迷惑フィル
タ）、省エネモードの選択（省
電力）、アプリの通知権限の管
理（通知センター）などを実行
できます。



詳細情報
端末付属のクイックスタートガイド（本書）をよくお読みくだ
さい。
 
http://consumer.huawei.com/jp/ に移動して本端末のユー
ザーガイド（安全上のご注意）をダウンロードして、FAQ、
個人情報保護方針、その他の情報をご確認ください。
 
法的情報を確認するには、設定 > 端末情報 > 法的情報 に移動
してください。
 
各国や各地域の最新の連絡先情報については、                        
http://consumer.huawei.com/en/support/hotline/ を確
認してください。

個人情報とデータのセキュリティ
本端末で一部の機能または他社製アプリケーションを使用した
結果、個人情報やデータが失われたり、第三者によるアクセス
が可能になってしまう恐れがあります。個人情報や機密情報を
保護するため、以下に示す措置を講じることをお勧めします。
•本端末を安全な場所に置いて、不正に利用されないように
する。 

•本端末上で画面のロックを設定し、そのロックを解除する
パスワードやロック解除パターンを作成する。 

•個人情報をSIMカード、メモリカード、または本体のメモ
リに定期的にバックアップします。 別の端末に変更する場
合、必ず以前の端末の個人情報を移動または削除する。



•見知らぬ人からのメッセージまたはメールを受信した際に
ウィルスの不安がある場合は、開かないでそのまま削除す
る。 

•本端末を使ってインターネットを閲覧する場合、個人情報
が盗まれないようにするために、セキュリティ上のリスク
が懸念されるWebサイトにはアクセスしないようにる。 

•Wi-Fi テザリングやBluetooth などのサービスを利用する
場合、これらのサービスに対してパスワードを設定して不
正なアクセスを防ぐ。 これらのサービスを使用していない場
合、サービスをオフにする。 

•端末のセキュリティソフトウェアをインストールまたは
アップグレードして、定期的にウィルススキャンを実行す
る。 

•他社製アプリケーションは必ず正規の場所から入手する。 
他社製アプリケーションをダウンロードする場合は、ウィ
ルスチェックを実行する。

•Huawei や他社製アプリケーションのプロバイダがリリー
スしているセキュリティ ソフトウェアやパッチをインス
トールする。 

•一部のアプリケーションでは位置情報の要求や送信を実行
します。結果的に、他社が位置情報を共有することができ
る場合があります。位置情報サービスを使用していない場
合、位置情報サービスをオフにする。 

•本端末は検出情報および診断情報を他社のアプリケーショ
ンのプロバイダに提供する場合があります。他社製アプリ
ケーションのプロバイダは、自社の製品やサービスを向上
させるためにこの情報を利用する場合があります。検出情



報や診断情報を提供する機能をオフにする方法は、「設定」
→「ネットワーク通信を行うアプリ」で設定できます。  

携帯電話機の比吸収率（SAR）について
この機種【503HW】は、国が定めた電波の人体吸収に関する
技術基準および電波防護の国際ガイドラインに適合していま
す。
この携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術基
準 (※1) ならびに、これと同等な国際ガイドラインが推奨する
電波防護の許容値を遵守するよう設計されています。この国際
ガイドラインは世界保健機関（WHO）と協力関係にある国際
非電離放射線防護委員会（ICNIRP）が定めたものであり、そ
の許容値は使用者の年齢や健康状況に関係なく十分な安全率を
含んでいます。
国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の許容値を人
体に吸収される電波の平均エネルギー量を表す比吸収率
（SAR：Specific Absorption Rate）で定めており、携帯電



話機に対するSARの許容値は2.0W/kg(※2) です。この携
帯電話機の側頭部におけるSARの最大値は0.699W/kg、身
体に装着した場合のSARの最大値は1.414W/kgです。
個々の製品によってSARに多少の差異が生じることもありま
すが、いずれも許容値を満足しています。
携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低限の送信
電力になるよう設計されているため、実際に通話等を行ってい
る状態では、通常SARはより小さい値となります。一般的に
は、基地局からの距離が近いほど、携帯電話機の出力は小さく
なります。
この携帯電話機は、側頭部以外の位置でも使用可能です。キャ
リングケース等のアクセサリをご使用するなどして、身体から
1.5センチ以上離し、かつその間に金属 ( 部分 ) が含まれない
ようにしてください。このことにより、本携帯電話機が国の技

術基準および電波防護の国際ガイドラインに適合していること
を確認しています。(※3)
世界保健機関は、『携帯電話が潜在的な健康リスクをもたらす
かどうかを評価するために、これまで20年以上にわたって多
数の研究が行われてきました。今日まで、携帯電話使用によっ
て生じるとされる、いかなる健康影響も確立されていません。』
と表明しています。
さらに詳しい情報をお知りになりたい場合には世界保健機関の
ホームページをご参照ください。
http://www.who.int/docstore/peh-emf/publications/
facts_press/fact_japanese.htm
SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、
下記のホームページをご参照ください。



総務省のホームページ
http://www.tele.soumu.go.jp/j/sys/ele/index.htm

一般社団法人電波産業会のホームページ
http://www.arib-emf.org/index02.html

※1: 技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第
14条の2）で規定されています。
※2: 平成 9年に（旧）郵政省 電気通信技術審議会により答申
された「電波防護指針」に規定されています。
※3: 携帯電話機本体を側頭部以外でご使用になる場合のSAR 
の測定法については、平成22 年 3 月に国際規格
（IEC62209-2）が制定されました。国の技術基準について

は、平成23年10月に情報通信審議会より答申されていま
す。



技術基準適合情報 
電波法ならびに電気通信事業法に基づく技術基準に適合してい
ることを示す技適マークを表示します。
技適マークは設定>端末情報>認証情報で確認できます。

お願いとご注意 
この項では本端末の操作に関する重要な内容を記載していま
す。また本端末を安全にご利用いただくための情報も記載して
います。実際に端末を使用する前にこうした情報をよくお読み
ください。

ご利用にあたって
•本機は電波を使用しているため、サービスエリア内であっ
ても、屋内や地下街、トンネル内などでは電波が届きにく
くなり、通信が困難になることがあります。また、通信中
に電波状態の悪い場所へ移動すると、急に途切れることが
ありますので、あらかじめご了承ください。

•事故／故障などにより本機またはmicroSDカードなどに
登録したデータが消失・変化した場合の損害につきまして



は、当社は責任を負いかねますのであらかじめご了承くだ
さい。登録したデータは、控えをとっておかれることをお
すすめします。

•本機を公共の場でご使用の際は、周りの方の迷惑にならな
いようにご注意ください。

•本機は電波法に定められた無線局です。したがって、電波
法に基づく検査を受けていただくことがあります。あらか
じめご了承ください。

•本書および本書に記載された製品の使用によって発生した
損害、およびその回復に要する費用については、当社は一
切の責任を負いません。

•一般の電話機やテレビ、ラジオなどをお使いになっている
近くで本機を使用すると、画面が乱れるなどの影響を与え
ることがありますので、ご注意ください。

•本機で画面ロック解除用のパターン／PIN／パスワードを
設定した場合は、お忘れにならないようご注意ください。
お忘れになった場合は、最寄りのソフトバンクショップに
て所定の手続きが必要となります。その際、お客様が登録
／設定した内容が消失しますのでご了承ください

•国際ローミングご利用時にソフトウェアのダウンロードを
行った場合は、通信料が高額になる恐れがあります。

お取り扱いについて
電子機器
使用が禁止されている場合やほかの電子機器への干渉などの危
険がある場合は、使用しないでください。



ヘッドセット使用時の聴力保護

• 聴力低下を防ぐために、長時間大音量で音楽を聴
かないでください。 

•大音量でヘッドセットを使用すると聴力が低下します。聴
力の低下を防ぐために、音量を安全かつ快適なレベルまで
小さくしてください。

•運転中に大音量で音楽を聴くと、注意力が散漫になり、事
故を起こす危険性が高くなります。

引火または爆発の恐れのある場所

•ガソリンスタンドなど引火や爆発のおそれのある場所で本
端末を使用しないでください。こうした場所で使用すると

爆発や火災が生じる危険性があります。すべての標識と指
示に従ってください。

•本端末を可燃性液体、ガス、爆発物などと一緒に保管した
り、輸送しないでください。

交通上の安全について

•本端末の使用時には現地の法律を遵守してください。事故
防止のため、運転中は本端末を使用しないでください。

•運転に集中し、安全運転を心がけてください。
•発信や着信に応答する場合は、まず安全な場所に車を止め
てください。 

•本端末からの電波が車載電子機器に干渉する場合がありま
す。詳細は、自動車メーカーにお問い合わせください。



•本端末をエアバックの上やエアバックが開く場所に置かな
いでください。これによりエアバックが開いたときにケガ
をする恐れがあります。

•航空機での移動中または搭乗時には本端末の無線機能を使
用しないでください。機内で無線機器を使用すると、航空
システムが妨害されるため、法律により罰せられることが
あります。

動作環境

•ほこりや湿気などの多い場所や磁器の近くでのご使用は避
けてください。こうした環境で本端末を使用すると、故障
することがあります。

•雷が発生している場合、雷から本端末を保護するために本
端末を使用しないでください。 

•最適な動作温度は0℃ から 35 ℃です。最適な保管温度
は -20℃ から 70℃です。極端に高温または低温になる
と、本端末や付属品が損傷する場合があります。

•本端末を直射日光の当たる場所（車内やダッシュボードな
ど）に長時間放置しないでください。 

•本端末や付属品を火災や感電の危険から保護するために、
雨や湿気を避けてください。

•本端末をヒーター、電子レンジ、ストーブ、給湯器、ラジ
エータ、キャンドル等、火のそば、高温の場所に置かない
でください。

•イヤホンまたはスピーカーの近くにピンなどの金属を置か
ないでください。イヤホンに付着すると、ケガをする可能
性があります。 



•本端末の温度が高くなっている場合は、しばらく本端末ま
たはアプリケーションの使用をやめてください。長時間高
温の機器に触れていると、赤い斑点やしみなどの低温やけ
どの症状が発生することがあります。

•カメラのフラッシュをご利用になる場合は、人や動物の目
の前で発光させないでください。一時的な視力低下や目の
障害を引き起こす恐れがあります。

•本端末のアンテナに触れると、通信品質が低下する場合が
あります。 

•お子様やペットが本端末や電池パックに噛みついたり、
誤って飲み込んだりしないようにしてください。損傷や爆
発の原因となります。

•現地の法律や規則を遵守し、他人のプライバシーや法的権
利を尊重してください。

お子様の安全について

•お子様の安全上の注意事項を必ず遵守してください。本端
末には窒息の原因となる装着式の部品が含まれています。
お子様の手の届かないところにおいてください。

•本端末および付属品はお子様による使用を意図していませ
ん。お子様が本端末を使用する際には、保護者の監視の下
で使用するようにしてください。 

掃除とお手入れ

•本端末および付属品を乾かす際は、電子レンジやドライ
ヤーなどの熱風を使用しないでください。

•極端に高温または低温の場所に置かないでください。故障、
火災、爆発の原因となることがあります。



•掃除する際に衝撃を与えないようにしてください。故障、
過熱、火災、爆発の原因となります。 

•本端末の使用中に掃除やお手入れをしないでください。必
ずすべてのアプリケーションを停止し、接続されているす
べてのケーブルを外してから行ってください。

•本端末および付属品を掃除する際に、化学洗剤、パウダー、
その他の化学薬剤（アルコールやベンジン）は使用しない
でください。傷や発火の原因となる場合があります。柔ら
かい清潔な布で乾拭きしてください。

•キャッシュカード、テレフォンカードなどの磁気カードを
そばに置かないでください。長時間そばに置いておくと、
磁気カードが損傷することがあります。

•本端末や付属品を分解、改造しないでください。これは保
証の対象外となり、メーカーは一切の責任を負いません。

損傷した場合のサポートおよび修理について、正規のサー
ビスセンターにお問い合わせください。

•本端末の画面が何らかの衝撃で破損した場合、すぐに端末
の使用をやめてください。破損した部分に触れたり、取り
除こうとせずに、すぐに正規のサービスセンターにお問い
合わせください。 

緊急通報
緊急通報の利用可否はお客様の電波受信状態、通信事業者のポ
リシー、現地の法律や規制により異なります。急病などの重大
な事態に備えて、本端末のみに依存しないでください。

環境保護

•本端末および電源アダプタ、イヤホン、電池パックなど付
属品（ある場合）を家庭ごみと一緒に捨てないでください。



•本端末および付属品は各自治体の規則に従って廃棄してく
ださい。また収集およびリサイクルを正しく行ってくださ
い。 

材質一覧 
使用箇所 材質／表面処理
外装ケース／前
面部 PC＋GF樹脂／塗装

外装ケース／側
面中央部 PC樹脂／ヘアライン加工

リアカバー PC樹脂／ヘアライン加工
イヤホン飾り ステンレススチール 
電源キー、音量
大／小キー

アルミ合金（Al6063）／アルマイ
ト処理+サンドブラスト

SIM／
microSDカード
トレイ

ステンレススチール／ヘアライン加
工PVD



カードスロット ステンレススチール
イヤホン端子 ステンレススチール／グロスPVD
スピーカー飾り ステンレススチール 
フラッシュカ
バー飾り ステンレススチール 

リアカメラレン
ズ

ガラス ／シルク印刷+コーティン
グ

フラッシュカ
バー アクリル樹脂 

ディスプレイ ガラス

充電端子 ステンレススチール／ニッケルメッ
キ+金メッキ

保証とアフターサービス
保証について
本機をお買い上げいただいた場合は、保証書が付いておりま
す。
•お買い上げ店名、お買い上げ日をご確認ください。
•内容をよくお読みのうえ、大切に保管してください。
•保証期間は、保証書をご覧ください。
•本機の故障、誤動作または不具合などにより、通信などの
機会を逸したために、お客様、または第三者が受けられた
損害につきましては、当社は責任を負いかねますのであら
かじめご了承ください。

•故障または修理により、お客様が登録／設定した内容が消
失／変化する場合がありますので、大切な電話帳などは控



えをとっておかれることをおすすめします。なお、故障ま
たは修理の際に本機に登録したデータ（連絡先／音楽／静
止画／動画など）や設定した内容が消失／変化した場合の
損害につきましては、当社は責任を負いかねますのであら
かじめご了承ください。

•本機を分解／改造すると、電波法にふれることがあります。
また、改造された場合は修理をお引き受けできませんので、
ご注意ください。

アフターサービスについて
修理を依頼される場合、お問い合わせ先または最寄りのワイモ
バイルの各店舗へご相談ください。その際、できるだけ詳しく
異常の状態をお聞かせください。
•保証期間中は保証書の記載内容に基づいて修理いたします。

•保証期間後の修理につきましては、修理により機能が維持
できる場合は、ご要望により有償修理いたします。

•アフターサービスについてご不明な点は、最寄りのワイモ
バイルの各店舗またはお問い合わせ先までご連絡ください。



お問い合わせ先一覧
  ワイモバイル カスタマーセンター。

  総合窓口（通話料有料）
　    ワイモバイルの携帯電話から　151
　    一般電話、他社携帯電話から　0570-039-151
　    受付時間：9:00～ 20:00 （年中無休）

  各種お手続き（通話料無料）
　    ワイモバイルの携帯電話から　116
　    一般電話、他社携帯電話から　0120-921-156
　    受付時間：自動音声応答にて24時間受付（年中無休）

  海外から（通話料有料）
　   +81-4-4382-0800
　    受付時間：9:00～ 20:00 （日本時間 / 年中無休）
　    受付時間：9:00～ 20:00 （年中無休）
　    
※お問い合わせの際に、ワイモバイルの携帯電話の電話番号
と暗証番号（新規ご契約時にお客様にてお決めいただいた
4桁の番号）が必要となります。



知的財産権について
•SOFTBANKおよびソフトバンクの名称、ロゴは日本国お
よびその他の国におけるソフトバンクグループ株式会社の
登録商標または商標です。

•Pocket WiFi は、ソフトバンク株式会社の登録商標です。

•HUAWEI は、中国HUAWEI TECHNOLOGIES CO., LTD.
の商標または登録商標です。

•Microsoft®、Windows®、Internet Explorer、Windows 
Vista®は、米国Microsoft Corporation の米国及びその
他の国における商標または登録商標です。　　　　　
Windows はMicrosoft Windows operating systemの
略称として表記しています。

•TM and © 2015 Apple Inc. All rights reserved。
•Apple、Apple のロゴ、iPad、iPhone、iPod、iPod 
touch、Mac、Macintosh、Safari は、米国および他の
国々で登録された Apple Inc. の商標です。

•iPhone の商標は、アイホン株式会社のライセンスにもとづ
き使用されています。

•App Store は、Apple Inc. のサービスマークです。
•「PlayStation」、「プレイステーション」、「PS3」および
「PSP」は株式会社ソニー・コンピュータエンタテインメン
トの登録商標です。　　　　　　　　　　　　　　　　　
「PS4」は同社の商標です。「PlayStation 4」、
「PlayStation Vita」、「PlayStation 3」および PSP「プ
レイステーション・ポータブル」は同社の商品です



•Wii、Wii U、ニンテンドー 3DS LL およびニンテンドー 
3DS は、任天堂の商標または登録商標です。

•Wi-Fi®、WPA ™、WPA2™、Wi-Fi Protected Setup ™ 
とそのロゴは、Wi-Fi Alliance の商標または登録商標です。

•Google、Android、Google Chrome は、Google Inc. の
商標または登録商標です。

•Firefox は、米国 Mozilla Foundation の米国及びその他の
国における商標または登録商標です。

•Opera は Opera Software ASA の商標または登録商標で
す。Opera に関する詳細については、　　　　　　　　　
http://www.opera.com/ja/ をご覧ください。

•その他、本書に記載されている会社名および商品・サービ
ス名は、各社の商標または登録商標です。

法律上の注意事項
Copyright © HuaweiTechnologies Co., Ltd. 2015. 
All rights reserved.
本書の一部または全部を問わず、Huawei Technologies Co., 
Ltd. の書面による事前の同意なくいかなる形式や方法にも、
複製または転載することはできません。
本書に記載されている端末には、Huawei およびライセンス許
諾者の著作権のあるソフトウェアが含まれている場合がありま
す。いかなる方法によっても上記ソフトウェアを複製、配布、
変更、逆コンパイル、逆アセンブル、暗号解読、抽出、リバー
スエンジニアリング、貸与、譲渡またはサブライセンス許諾を
行ってはなりません。ただし、そのような制限が適用される法
律により禁止されている場合、またはそのような行為が各著作
権保持者により承認されている場合を除きます。



登録商標

、 、  はHuawei Technologies Co., Ltd
の登録商標です。
Android ™ は Google Inc の商標です。
LTEは ETSI の商標です。

Bluetooth® とそのロゴはBluetooth SIG, Inc. の登録商標で
す。Huawei Technologies Co., Ltd によるこの商標の使用
はライセンスにより許可されています。 

注意
本書に記載されている製品とその付属品の一部の機能は、イン
ストールされているソフトウェア、現地のネットワークの機能
や設定などに依存するため、現地の通信事業者やネットワーク

サービスプロバイダによって有効にできない場合や制限されて
いることがあります。
そのため、本書に記載される説明は、購入された製品またはそ
の付属品と完全に一致しない場合があります。
Huawei は、事前通知または法的責任を負うことなく、本書に
記載されている情報や仕様を変更または修正する権利を有して
います。

他社製ソフトウェアに関する記述
Huawei は、本製品に付属されている他社製ソフトウェアおよ
びアプリケーションの知的財産権を所有していません。そのた
め、Huawei は他社製のソフトウェアおよびアプリケーション
に対して、いかなる保証もいたしません。 また、Huawei は、
他社製のソフトウェアおよびアプリケーションを使用するお客
様にサポートを提供すること、および他社製の当該ソフトウェ



アおよびアプリケーションの機能に関して責任を負うこともあ
りません。
他社製のソフトウェアおよびアプリケーションサービスは、事
前の予告なく中断または終了することがあります。Huawei は
コンテンツやサービスの使用可能期間について保証いたしませ
ん。他社のサービスプロバイダは、Huawei が管理しないネッ
トワークや送信ツールを使ってサービスやコンテンツを提供し
ます。 Huawei は他社のサービスプロバイダが提供するサービ
スや、他社のコンテンツやサービスの中断や終了に関する補償
を行ったり、責任を負わないことを、適用される法律が許容す
る最大範囲まで行使します。
Huawei は、本製品にインストールされているソフトウェアの
合法性、品質などに関して、あるいはアップロードまたはダウ
ンロードした他社のテキスト、画像、ビデオ、ソフトウェアな
どの制作物に関して責任を負いません。 お客様は、ソフトウェ

アのインストールや他社の制作物のアップロードまたはダウン
ロードに起因する、任意またはすべての結果（ソフトウェアと
本製品の非互換性など）に対してリスクを負うものとします。
本製品はオープンソースのAndroid™オペレーティングシステ
ムを使用していますが、Huawei によりシステムに必要な変更
が加えられています。そのため、本製品は標準のAndroid オ
ペレーティングシステムがサポートしている機能をすべてサ
ポートしているとは限りません。また、他社製のソフトウェア
と互換性がないこともあります。 Huawei はこうした互換性に
対して保証および明示を行わず、こうした問題に対する一切の
責任を明示的に除外しています。

免責事項
本書の内容は現状のままで提供されます。適用される法律によ
り必要とされる場合を除き、本書の正確性、信頼性、内容に関



して、販売性、特定目的との適合性などを含む（ただしこれら
に限定されない）明示または非明示の保証を行いません。
Huawei は適用される法律が許容する最大範囲まで、特殊な損
傷、故意による損傷、間接的または誘発的損傷、あるいは利
益、業務、収益、データ、信用、または予定していた利益の損
失に対する責任を負いません。
本書に記載されている製品の使用に起因して生じるHuawei
の最大責任範囲（この制限は、適用される法律が当該制限を禁
止する範囲まで、個人的な負傷に対する責任には適用されな
い）は、お客様が本製品に支払った購入代金を上限とします。

輸出入規制
お客様は輸出入に関して、該当するすべての法律および規制に
従い、ソフトウェアや技術情報など、本書に記載されている製

品の輸出、再輸出、または輸入に必要な公的許可やライセンス
を取得する責任を負うものとします。

個人情報保護方針
当社の個人情報保護方針については、　　　　　　　　　
http://consumer.huawei.com/privacy-policy
をご覧ください。



31010VHK_01

販売元 ソフトバンク株式会社
           製造元 HUAWEI TECHNOLOGIES CO., LTD.

2015年10月   第1版



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


